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降誕節第 8 主日                  No. 07 
 

主日礼拝    
 

前奏 「涸れたる谷間に水を求めて」 

               (S.ｶﾙｸｴﾗｰﾄ) 
 

参集 （報告 ･ 紹介 ･ 予定） 
 

招詞  

「 1 わたしの魂よ、主をたたえよ。 

わたしの内にあるものはこぞって 

聖なる御名をたたえよ。 

2 わたしの魂よ、主をたたえよ。 

主の御計らいを何ひとつ忘れてはならない。 

3 主はお前の罪をことごとく赦し 

病をすべて癒し 

4 命を墓から贖い出してくださる。 

慈しみと憐れみの冠を授け 

5 長らえる限り良いものに満ち足らせ 

鷲のような若さを新たにしてくださる。」   
 (詩編 103:1～5) 

 

頌栄 26「グロリア」 

 
 
 
 

 
 
 

十戒交読 
司式者 わたしはあなたの神、主であって、あなたを 

エジプトの地、奴隷の家から導き出した者である。 

会 衆  サント サント サント（讃美 85） 

司式者  あなたはわたしのほかに、なにものをも 

神としてはならない。 

会 衆 主なる神よ、われらをあわれみ給え。 

司式者  あなたは自分のために、刻んだ像を造っては 

ならない。 

会 衆 主なる神よ、われらをあわれみ給え。 

司式者 あなたは、あなたの神、主の名を、みだりに 

唱えてはならない。 

会 衆 主なる神よ、われらをあわれみ給え。 

司式者 安息日を覚えて、これを聖とせよ。 

会 衆 サント サント サント（讃美 85） 

司式者 あなたの父と母とを敬え。 

会 衆 主なる神よ、われらをあわれみ給え。 

司式者 あなたは殺してはならない。 

会 衆 主なる神よ、われらをあわれみ給え。 

司式者 あなたは姦淫してはならない。 

会 衆 主なる神よ、われらをあわれみ給え。 

司式者 あなたは盗んではならない。 

会 衆 主なる神よ、われらをあわれみ給え。 

司式者 あなたは隣人について、偽証してはならない。 

会 衆 主なる神よ、われらをあわれみ給え。 

司式者 あなたは隣人の家を貪ってはならない。 

会 衆 サント サント サント（讃美 85） 
 

85 「サントサントサント」 
 
 
 

 

 
 

 
 

祈祷 
 

献金  
 

主の祈り  

天にまします我らの父よ、 

ねがわくは み名をあがめさせたまえ。 

み国を来らせたまえ。 

みこころの天になるごとく 

地にもなさせたまえ。 

我らの日用の糧を、今日も与えたまえ。 

我らに罪をおかす者を我らがゆるすごとく、 

我らの罪をもゆるしたまえ。 

我らをこころみにあわせず、 

悪より救い出したまえ。 

国とちからと栄えとは限りなくなんじのもの 

なればなり。 

アーメン。 
 

聖書 ルカによる福音書 5:12～26 
        新約（新共同訳）p110～p111 

 

12 イエスがある町におられたとき、そこに、全身重い皮膚

病にかかった人がいた。この人はイエスを見てひれ伏し、

「主よ、御心ならば、わたしを清くすることがおできにな

ります」と願った。13 イエスが手を差し伸べてその人に触

れ、「よろしい。清くなれ」と言われると、たちまち重い皮

膚病は去った。14 イエスは厳しくお命じになった。「だれ

にも話してはいけない。ただ、行って祭司に体を見せ、モ

ーセが定めたとおりに清めの献げ物をし、人々に証明しな

さい。」 15 しかし、イエスのうわさはますます広まったの

で、大勢の群衆が、教えを聞いたり病気をいやしていただ

いたりするために、集まって来た。16 だが、イエスは人里

離れた所に退いて祈っておられた。 



17 ある日のこと、イエスが教えておられると、ファリサイ

派の人々と律法の教師たちがそこに座っていた。この人々

は、ガリラヤとユダヤのすべての村、そしてエルサレムか

ら来たのである。主の力が働いて、イエスは病気をいやし

ておられた。18 すると、男たちが中風を患っている人を床

に乗せて運んで来て、家の中に入れてイエスの前に置こう

とした。19 しかし、群衆に阻まれて、運び込む方法が見つ

からなかったので、屋根に上って瓦をはがし、人々の真ん

中のイエスの前に、病人を床ごとつり降ろした。20 イエス

はその人たちの信仰を見て、「人よ、あなたの罪は赦され

た」と言われた。21 ところが、律法学者たちやファリサイ

派の人々はあれこれと考え始めた。「神を冒瀆するこの男

は何者だ。ただ神のほかに、いったいだれが、罪を赦すこ

とができるだろうか。」22 イエスは、彼らの考えを知って、

お答えになった。「何を心の中で考えているのか。23『あな

たの罪は赦された』と言うのと、『起きて歩け』と言うの

と、どちらが易しいか。24 人の子が地上で罪を赦す権威を

持っていることを知らせよう。」そして、中風の人に、「わ

たしはあなたに言う。起き上がり、床を担いで家に帰りな

さい」と言われた。25 その人はすぐさま皆の前で立ち上が

り、寝ていた台を取り上げ、神を賛美しながら家に帰って

行った。26 人々は皆大変驚き、神を賛美し始めた。そして、

恐れに打たれて、「今日、驚くべきことを見た」と言った。 
 

賛美 132(1,3,5)「涸れた谷間に野の鹿が」 
 

 

 

説教 「赦され生きる者となる」 
 

賛美 432「重荷を負う者」 
 

 

 
 

派遣 

司式者  主は言われます｡ 

        ｢わたしは誰を遣わすべきか｡｣ 

会 衆   わたしがここにおります。 

            わたしを遣わして下さい。 

 

祝祷 

 

アーメン 

 

 
 

後奏 ｢我､心より喜べり｣  (J.ﾌﾞﾗｰﾑｽ) 

 

司 式 要田 悟史 

説 教 向井 希夫牧師 

奏 楽 玉理 照子 
 

※お立ちになるのが困難な方は、 

座ったままで礼拝をお守り下さい。 

※讃美歌の最後には、基本的に「アーメン」を付けません。 
 

 

 


